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で
付
加
価
値
額
の
年
率
平
均

３
・
０
％
（
一
部
５
・
０
％
）

以
上
増
加
、
又
は
従
業
員
一
人

当
た
り
付
加
価
値
額
の
年
率
平

均
３
・
０
％
（
一
部
５
・
０
％
）

以
上
増
加
の
達
成
。

【
中
小
企
業
補
助
額
等
】

通
常
枠

　
補
助
額
　 

１
０
０
万
〜

　
　
　
　
　
６
０
０
０
万

　
補
助
率
　
２
／
３

卒
業
枠

　
補
助
額
　
６
０
０
０
万
超
〜

　
　
　
　
　
１
億
円

　
補
助
率
　
２
／
３

※
な
お
、
補
助
金
の
公
募
は
、

令
和
３
年
度
に
お
い
て
複
数
回

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
細

は
、
中
小
企
業
庁
Ｈ
Ｐ
又
は
当

所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
部

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
気
候
変
動
の
影
響
も
大
き
く
、

天
災
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
な

ん
で
も
起
こ
り
う
る
時
代
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
会
員
企

業
さ
ん
が
自
社
と
従
業
員
を
守

り
、
地
域
を
守
る
た
め
に
当
所

も
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
、
自
分
ご
と
と
し
て
そ

の
動
き
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

追
伸

：

こ
の
原
稿
を
認
め
た
の

が
６
月
末
で
し
た
。
皆
さ
ま
の

お
目
に
触
れ
る
ま
で
に
、
熱
海

が
大
変
な
時
状
況
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り

つ
つ
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心

か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
と
復

興
に
当
所
と
し
て
で
き
る
お
手

　
国
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
の
経
済
社

会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

中
小
企
業
等
の
思
い
切
っ
た
事

業
再
構
築
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

日
本
経
済
の
構
造
転
換
を
促
す

事
を
目
的
と
し
た
「
事
業
再
構

築
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

（
内
容
は
、
左
記
参
照
）

　
先
日
、
第
１
回
目
の
採
択
結

果
が
発
表
さ
れ
、
当
所
会
員
事

業
所
も
採
択
を
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
２
面
に
掲
載
を
し
ま
す
。

【
主
要
申
請
要
件
】

①
２
０
２
０
年
10
月
以
降
の
連

続
す
る
６
か
月
間
の
う
ち
、
任

意
の
３
か
月
の
合
計
売
上
高
が
、

コ
ロ
ナ
以
前
の
同
３
か
月
の
合

計
売
上
高
と
比
較
し
て
10
％
以

上
減
少
し
て
い
る
。

②
事
業
計
画
を
認
定
経
営
革
新

等
支
援
機
関
や
金
融
機
関
と
策

定
し
、
一
体
と
な
っ
て
事
業
再

構
築
に
取
り
組
む
。

③
補
助
事
業
終
了
後
３
〜
５
年

を
襲
っ
た
大
雨
に
よ
り
被
害
受

け
た
会
員
事
業
所
に
対
す
る
支

援
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
商

工
会
議
所
と
し
て
実
施
す
る
べ

き
会
員
企
業
へ
の
支
援
策
の
検

討
や
行
政
へ
の
要
望
書
の
提
出

等
様
々
な
場
面
で
ご
尽
力
を
頂

き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
顧
問
と
し
て
会
頭

の
諮
問
に
応
じ
て
頂
き
ま
す
。

　
秋
葉
勝
彦
前
副
会
頭
は
、
平

成
28
年
に
当
所
副
会
頭
に
就
任

し
約
６
年
間
に
わ
た
り
、
副
会

頭
と
し
て
当
所
の
運
営
に
ご
尽

力
頂
き
ま
し
た
。

　
副
会
頭
在
任
中
に
は
、
箱
根

　
ま
た
、
総
会
で
は
、
秋
葉
前

副
会
頭
の
辞
職
に
伴
い
新
た
に
、

さ
が
み
信
用
金
庫
理
事
長
で
あ

る
遠
藤
康
弘
氏
が
副
会
頭
に
選

任
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
総
会
で
は
、
令
和
２
年

度
事
業
報
告
承
認
の
件
、
令
和

２
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件
等

が
審
議
さ
れ
全
会
一
致
で
承
認

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
25
日
当
所
は
、
令
和
３

年
度
通
常
議
員
総
会
を
、
リ
ア

ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
方
式
に
て
、
大
会
議
室
に

て
開
催
を
し
ま
し
た
。

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

と
い
う
回
答
で
し
た
。

　
地
域
に
対
し
て
、「
災
害
時

に
貴
社
で
協
力
で
き
る
こ
と
が

あ
る
場
合
、
協
力
し
た
い
と
思

う
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て

は
、「
は
い
（
し
た
い
）・
既
に

協
力
し
て
い
る
」
と
い
う
３
０

５
事
業
所
（
74
％
）
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
所
で
は
、
皆
様
よ
り
頂
い

た
ア
ン
ケ̶

ト
結
果
を
よ
く
精

査
し
、
行
政
に
も
こ
の
結
果
を

示
し
、
発
災
時
に
お
け
る
会
員

事
業
所
と
自
治
会
・
行
政
と
の

連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
す
る
と
と
も
に
、
会
員
事
業

所
が
発
災
後
に
も
継
続
的
に
経

営
が
で
き
る
よ
う
そ
の
環
境
整

備
に
つ
い
て
も
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。

　
当
所
の
防
災
委
員
会
（
委
員

長
　
倉
田
　
雅
史
）
で
は
、
発

災
時
に
備
え
た
会
員
事
業
所
と

自
治
会
・
行
政
と
の
連
携
や
会

員
事
業
所
・
地
域
・
行
政
と
の

協
力
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
す
る
た
め
「
災
害
時
に

お
け
る
協
力
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
は
、
４
１
２

会
員
事
業
所
か
ら
ご
回
答
を
頂

き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

で
、「
貴
社
で
は
災
害
時
に
備

え
、
従
業
員
向
け
の
備
蓄
品
の

確
保
等
を
行
っ
て
い
る
か
」
と

い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
１
９

９
事
業
所
（
48
％
）
が
「
は
い

（
し
て
い
る
）」
と
い
う
回
答
で
、

２
１
３
事
業
所
（
52
％
）
は
、

「
い
い
え
（
で
き
て
い
な
い
）」

再
開
し
、
復
旧
し
て
い
く
の

か
？
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
、

訓
練
を
し
て
お
く
と
い
う
こ
と

で
す
。

２
．
行
政
、
自
治
体
、
当
所
の

会
員
企
業
が
自
治
会
単
位
で
の

協
力
体
制
の
構
築

　
災
害
時
の
地
域
で
の
対
応
は

自
治
会
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
倉
庫
の
カ
ギ
は
自
治
会
長

さ
ん
が
持
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
で
す
。
有
事
に
迅
速
に
動

け
る
か
ど
う
か
不
安
で
す
。
自

治
会
単
位
で
避
難
訓
練
も
や
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
住
民
が
集
ま

り
や
す
い
日
曜
日
開
催
が
多
い

よ
う
で
す
。
が
、
災
害
は
週
末

に
来
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
お

勤
め
で
普
段
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な

い
方
が
多
い
日
中
に
い
る
の
は

そ
の
地
域
で
事
業
を
し
て
い
る

当
所
の
会
員
さ
ん
（
と
そ
の
従

業
員
）
で
す
。
で
す
か
ら
、
有

事
に
自
治
会
、
事
業
者
と
行
政

が
普
段
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係

を
作
り
、
万
が
一
の
時
に
は
お

互
い
に
ど
う
助
け
合
う
の
か
事

前
に
決
め
て
お
き
、
そ
れ
に
従

っ
て
皆
で
訓
練
を
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
そ
ん
な
三
位
一
体
の
地
域
で

の
防
災
体
制
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
（
自
治
会
、
あ
る
い
は
地
区

の
自
治
会
連
合
ご
と
）
で
作
る

こ
と
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
戦
前
の
物
理
学
者
で
あ
り
、

随
筆
家
で
あ
り
、
俳
人
で
も
あ

っ
た
寺
田
寅
彦
翁
の
言
葉
と
し

て
よ
く
引
用
さ
れ
る
言
葉
「
天

災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
」
は
経
営
者
と
し
て
い
つ
も

心
に
留
め
て
お
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　
10
年
前
の
東
日
本
大
震
災
、

６
年
前
の
大
涌
谷
の
小
噴
火
、

２
年
前
の
台
風
19
号
に
よ
る
箱

根
の
豪
雨
は
記
憶
に
新
し
い
も

の
で
す
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
も

そ
の
一
つ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
人
知
で
は
ど
う
に
も
発
生
を

抑
え
る
こ
と
が
難
し
い
自
然
災

害
も
多
い
で
す
が
、
少
な
く
と

も
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う

す
る
と
い
う
準
備
は
必
要
で
す

し
、
あ
る
程
度
で
き
る
こ
と
は

あ
る
は
ず
で
す
。
当
所
で
は
防

災
委
員
会
（
倉
田
委
員
長
）
を

中
心
に
、
次
の
２
つ
を
進
め
て

い
ま
す
。

１
．
会
員
企
業
の
自
社
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（Business 

Continuity 

Plan

・
災
害
対
策
と
事
業
継
続

計
画
）
策
定
の
お
手
伝
い

　
自
然
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
自

分
の
会
社
は
ど
う
す
る
か
？
　

ま
ず
は
、
行
政
や
外
か
ら
の
支

援
が
期
待
で
き
な
い
３
日
間
を

ど
う
生
き
延
び
る
か
？
　
ど
う

従
業
員
や
顧
客
の
安
全
を
守
る

の
か
？

　
そ
し
て
、
次
に
ど
う
事
業
を

会
頭
コ
ラ
ム
（
第
74
回
）

会
頭　

鈴
木  

悌
介

天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る

さ
が
み
信
用
金
庫

理
事
長
　
遠
藤
　
康
弘
氏

　
令
和
３
年
６
月
22
日
付
け
を

も
っ
て
、
前
任
の
秋
葉
　
勝
彦

氏
に
代
わ
り
３
号
議
員
に
就
任
。

職
務
執
行
者

変
更
の
お
知
ら
せ

通常議員総会にて挨拶をする鈴木会頭

副会頭に選任をされた遠藤副会頭

退任の挨拶をする秋葉前副会頭

災害時に貴社で協力できること
がある場合、協力したいと思い
ますか？

はい

既に協力して
いる
いいえ

不明もしくは
検討中

60％
14％

8％
18％

貴社では災害時に備え、従
業員向けの備蓄品の確保等
を行っていますか？

はい

いいえ
48％52％

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

令
和
３
年
度 

通
常
議
員
総
会
を
開
催

令
和
２
年
度 

事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認

秋
葉
副
会
頭
が
退
任

事
業
再
構
築
補
助
金

第
３
回 

申
請
受
付（
７
月
下
旬
〜
）

防災委員会にて
災害時における協力に関する

アンケートを実施

伝
い
は
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
さ
に
、
天
災
は
忘
れ
た
頃

に
や
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ご
尽
力
に
感
謝
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で
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に

つ
い
て
専
門
家
と
個
別
相
談
の

場
を
設
定
す
る
な
ど
支
援
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
所
で
は

創
業
前
、
創
業
後
５
年
以
内
の

方
を
対
象
に
無
料
で
専
門
家
派

遣
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

本
喫
茶
わ
か
ば

箱
根
町
仙
石
原
８
１
７

－

２
６

７☎
０
４
６
０（
84
）８
２
１
９

営
業
時
間

月
・
木
　
13
時
〜
19
時

土
　
　
　
10
時
30
分
〜
19
時

日
・
祝
　
10
時
〜
16
時
30
分

　
当
所
の
会
員
数
は
、
令
和
２

年
度
・
令
和
３
年
度
と
２
年

連
続
で
純
増
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
６
月
15
日
現
在
で
、

３
３
１
０
会
員
で
組
織
率
は
、

34
・
18
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
当
所
は
、
会
員
事

業
所
の
皆
様
の
経
営
基
盤
の
強

化
と
経
営
の
活
性
化
の
た
め
、

積
極
的
か
つ
迅
速
に
対
応
を
し

て
い
き
ま
す
。

　
地
域
の
経
済
総
合
団
体
と
し

て
の
役
割
を
遂
行
す
る
に
あ
た

り
、
組
織
力
強
化
・
地
域
経
済

全
体
の
活
性
化
の
た
め
に
も
会

員
増
強
に
今
後
も
力
を
入
れ
純

増
を
目
指
し
ま
す
。

ン
タ
ル
（
貸
し
棚
）
し
て
お
り
、

契
約
し
た
人
は
自
由
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
者

に
と
っ
て
自
身
の
お
勧
め
作
品

を
紹
介
・
委
託
販
売
も
で
き
る

場
と
し
て
、
ま
た
様
々
な
感
性

に
触
れ
ら
れ
る
場
と
し
て
大
変

好
評
で
す
。

　
開
業
に
あ
た
り
廣
田
さ
ん
は
、

新
し
い
資
金
調
達
の
方
法
で
あ

る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
挑
戦
さ
れ
、
見
事
に
目
標
金

額
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
フ
ル
活
用
し
箱
根
で
本
喫

茶
を
開
き
た
い
と
い
う
想
い
が

多
く
の
方
か
ら

賛
同
・
支
持
を

集
め
た
結
果
で

あ
り
、
自
信
に

も
つ
な
が
っ
た

と
い
い
ま
す
。

　
起
業
ス
ク
ー

ル
を
修
了
さ
れ

て
以
降
は
、
当

所
で
は
、
お
店

の
商
工
会
議
所
の
要
望
を
日
本

商
工
会
議
所
が
と
り
ま
と
め
た

の
で
、
そ
の
内
容
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
の
危
機
的
な
経
済
情
勢
を

踏
ま
え
、
現
行
水
準
の
維
持
」

「
中
小
企
業
が
自
発
的
に
賃
上

げ
で
き
る
環
境
の
整
備
」
と

い
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
す
る
商
工
会
議
所
の
主
張
」

に
つ
い
て
の
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
こ
の
主
張
は
、
各
地

　
箱
根
町
仙
石
原
で
「
本
喫
茶

わ
か
ば
」
を
経
営
さ
れ
て
い
る

廣
田
さ
ん
は
、
結
婚
を
機
に
箱

根
町
に
移
住
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
廣
田
さ
ん
は
、
昨
年
の
当

所
主
催
起
業
ス
ク
ー
ル
に
参
加

さ
れ
、
２
０
２
１
年
の
春
に
本

好
き
の
た
め
の
喫
茶
店
を
開
業

し
ま
し
た
。
湿
生
花
園
の
近
く

に
あ
る
お
店
は
、
築
70
年
を
越

え
る
古
民
家
な
が
ら
、
モ
ダ
ン

な
雰
囲
気
が
漂
う
落
ち
着
い
た

空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
喫
茶
わ
か
ば
で
は
、
店
内

に
設
置
し
た
本
棚
の
一
角
を
レ

　
当
所
は
５
月
27
日
、
地
元
選

出
の
国
会
議
員
で
あ
る
牧
島
衆

議
院
議
員
に
、「
最
低
賃
金
に

電
分
は
湘
南
電
力
が
回
収

③ 

11
年
目
に
シ
ス
テ
ム
を
無
償

譲
渡

と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
助
に

加
え
停
電
時
の
非
常
用
電
源
と

し
て
も
使
え
る
の
で
安
心
で
す
。

こ
の
機
会
に
設
置
を
ご
検
討
を

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
お
問
合
せ
】

湘
南
電
力
㈱

☎
０
４
６
５（
34
）９
１
０
５

ま
し
た
。

　
湘
南
電
力
㈱
が
提
案
す
る

「
湘
南
の
０
円
ソ
ー
ラ
ー
設
置

サ
ー
ビ
ス
」。
そ
の
仕
組
み
は
、

① 

シ
ス
テ
ム
一
式
の
設
置
費
用

を
湘
南
電
力
が
負
担

② 

契
約
期
間
（
10
年
間
）
の
発

　
近
年
の
台
風
に
よ
る
大
規
模

停
電
で
、
非
常
用
電
源
と
し
て

活
躍
し
た
「
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
」
を
無
料
で
設
置
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
が
、
当
所
会
員
事
業

所
で
地
元
電
力
会
社
の
湘
南
電

力
㈱
が
今
年
も
受
付
を
開
始
し

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持

者
が
「
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷

病
を
負
っ
た
場
合
」
や
「
収
入

が
減
少
す
る
見
込
み
の
場
合
」、

保
険
料
の
減
免
や
徴
収
猶
予
の

対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
小
田
原
市
担
当
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

小
田
原
市
役
所

保
険
課
　
保
険
料
係

☎
０
４
６
５（
33
）１
８
３
４

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

小
田
原
市
役
所

高
齢
介
護
課
　
介
護
給
付
係

☎
０
４
６
５（
33
）１
８
４
０

　
５
月
７
日
に
申
請
期
限
で

あ
っ
た
、
事
業
再
構
築
補
助
金

（
緊
急
事
態
宣
言
特
別
枠
）
に

つ
い
て
は
、
全
国
か
ら
５
１
８

１
事
業
所
（
要
件
を
満
た
し
た

申
請
件
数
４
３
２
６
事
業
所
）

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
２
８
６
６
事

業
所
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
事
業
再
構
築
補
助
金
（
通

常
枠
・
卒
業
枠
・
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｖ
字
回
復
枠
）
に
つ
い
て
は
、

１
７
０
５
０
事
業
所
（
要
件
を

満
た
し
た
申
請
件
数
１
４
９
１

３
事
業
所
）
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
５
１
５
０
事
業

所
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
所
が
支
援
さ
せ
て

頂
い
た
左
記
の
事
業
所
も
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

仮に、最低賃金を全国で一元化すれば、地方では、雇用の担い手である中小企業
が経営不振に陥り、労働者は仕事を求めて都市部へ移動することが予見される。

そうなれば、地方創生はおろか、地域経済の一層の衰退、中心市街地の更なる疲弊、
地域間格差の拡大に一層拍車をかけることになるため、全国一元化には反対。

各地域の経済実態を反映し、目安額を決定している現在のランク制は堅持すべき。

２ ０ ２ １ 年 ５ 月
小田原箱根商工会議所
日 本 商 工 会 議 所

最低賃金に関する商工会議所の主張

１．危機的な経済情勢を反映した新たな政府方針の設定を

 「より早期に全国加重平均1,000円になることを目指すとの方針を堅持する」という政府
方針に対し、多くの中小企業から、「コロナ禍で昨年度と同様に危機的な経済情勢で

あるにも関わらず、再び中小企業の経営実態を超える大幅な引上げが行われるので

はないか」といった不安の声が聞かれている。

政府は、企業における「事業の存続」と「雇用の維持」が最優先課題であるとの認識の
もと、最低賃金に関しては現下の危機的な経済情勢や賃上げの実態を反映した新た

な方針を設定すべき。

２．コロナ禍の危機的な経済情勢を踏まえ、「現行水準の維持」を

コロナ禍の収束が見通せない中、幅広い業種の企業が現在の最低賃金額を負担に
感じており、特に「宿泊・飲食業」では８割の企業が負担を感じている。

最低賃金は下方硬直性が強く、たとえ景気後退局面であっても実質的に引下げること
はできない。このため、更なる景気後退により業況が悪化すれば、企業は雇用調整せざ

るを得ない状況になることが十分に予見される。

最低賃金は、政府方針に基づく「引上げありき」ではなく、明確な根拠のもとで納得感
ある水準を決定すべき。

今年度は、中小企業の経営実態や足下の景況感、地域経済の状況や雇用動向を踏
まえ、 「現行水準を維持」すべき。

３．中小企業が自発的に賃上げできる環境の整備を

政府は賃金水準の引上げに際して、強制力のある最低賃金の引上げを政策的に用
いるべきではない。

生産性向上や取引適正化への支援等により中小企業が自発的に賃上げできる環境
を整備すべき。

４．地域の経済実態に基づいたランク制の堅持を（全国一元化には反対）
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仙石原にて「本喫茶わかば」を
経営する廣田いとよ氏

今
年
も
湘
南
電
力
が
サ
ー
ビ
ス
開
始

太
陽
光
発
電
を「
０
円
」設
置

～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～





















































小
田
原
市
か
ら
の

お
知
ら
せ

事
業
再
構
築

補

助

金

第１回採
択
結
果
に
つ
い
て

当所が支援した３事業所が同補助金に採択され
ました。

緊急事態宣言特別枠（採択率　55.31%）
㈲おむろ・アカデミー ＡＩマーケ機能付無人スマー

ト予約システム「ドアれぽ」
の試作開発

箱根強羅
グアムドッグ

平日長期滞在仕様特別室で
ペットと安心、多様な働き方
リモートワーク支援事業

通常枠　（採択率　30.20%）
㈲早瀬幸八商店 食べ歩き需要を標的に干物を

使った軽食をテイクアウトで
販売する

第１回事業再構築補助金　採択案件

「
最
低
賃
金
に
関
す
る
」

要
望
書
を
提
出

牧
島
衆
議
院
議
員
へ

落ち着いた空間で読書を楽しめる喫茶店

創業者連載

箱根町仙石原　「本喫茶わかば」

当
所
会
員
数
が

２
年
連
続
で
純
増

牧
島
衆
議
院
議
員
に

提
出
し
た
要
望
書

Twitter
QRコード

〇 オフィス系ソフト
　ワード・エクセル・パワーポイント・アクセス・アウトルックなど

〇 ＷＥＢデザイン系ソフト
　フォトショップ・イラストレータ・ドリームウィバー・HTML/CSS

上記カリキュラム受講には教育訓練給付講座の利用も可能です。
神奈川県公共職業訓練や障がい者職業訓練を受託実施するパソコン
技術スクールです。

平日 AM10：00 ～ PM20：00　土日祝祭日 AM10：00 ～ PM18：00

ビジネスにおける
ＰＣスキルアップで業務効率向上

パソコンスクール ＰＣアカデミーオーシャン
〒 250-0011
小田原市栄町 1-2-1　小田原駅前ビル 4Ｆ
TEL 0465-21-3457
https://www.pc-ocean-jp.com
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神
奈
川
県
で
は
、
県
内
飲
食

店
に
対
し
、
ア
ク
リ
ル
板
、
Ｃ

Ｏ
２

濃
度
測
定
器
、
サ
ー
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
の
無
償
貸
出
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
す
る
事

は
、
会
食
時
に
会
話
に
よ
る
飛

沫
を
浴
び
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
特
に
重
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
現
在
は
、
小
田
原

合
同
庁
舎
に
お
い
て

も
、
従
前
の
ア
ク
リ

ル
板
に
加
え
て
、
Ｃ

Ｏ
２

濃
度
測
定
器
、

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

の
貸
出
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
、
対

策
を
と
ら
れ
て
い
な

い
飲
食
店
の
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
是
非
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
神
奈
川
県

の
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

県
西
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
６
５（
32
）８
９
０
２

　（
直
通
）

受
付
時
間
　
平
日
９
時
30
分
か

ら
12
時
00
分
・
14
時
00
分
か
ら

16
時
00
分

　
小
田
原
市
で
は
、
女
性
の
活

躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
、「
今

を
生
き
抜
く
組
織
づ
く
り
〜
セ

ル
フ
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は

〜
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
を
変
え
て
い
き
た
い
、

自
分
を
さ
ら
に
理
解
し
た
い
、

自
分
ら
し
い
働
き
方
を
す
る
た

め
に
学
び
を
深
め
た
い
、
も
っ

と
会
社
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
い
う
思
い
を
持
つ

女
性
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
程
】

第
１
回
　
７
月
27
日
（
火
）

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

第
２
回
　
８
月
５
日
（
木
）

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

【
参
加
】

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
利
用

【
対
象
】

・
小
田
原
市
在
住
、
在
勤
の
女

性
25
人

・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
参
加
で
き
る
方

（
通
信
料
は
参
加
者
負
担
で
す
）

【
締
切
】

定
員
に
な
り
次
第
締
切

【
費
用
】

無
料

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
市
民
部
人
権
・
男
女

共
同
参
画
課

☎
０
４
６
５（
33
）１
７
２
５

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
企
業
活
動
の

縮
小
に
伴
い
、
求
職
者
や
転
職

希
望
者
が
増
加
し
て
い
る
今
、

雇
用
対
策
の
必
要
性
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
神
奈

川
県
で
は
次
の
通
り
、
小
田
原

に
て
企
業
と
本
音
ト
ー
ク
会
＆

ミ
ニ
面
接
会
を
開
催
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
先
行
き
が
不
透

明
な
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

人
材
を
確
保
す
る
絶
好
の
機
会

で
す
の
で
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

令
和
３
年
９
月
２
日
（
木
）
10

時
〜
16
時
30
分

●
場
所

小
田
原
お
堀
端
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
　
５
階

●
募
集
企
業
数

午
前
３
社
　
午
後
３
社
程
度

【
お
問
合
せ
】

神
奈
川
県
合
同
就
職
面
接
会
事

務
局

☎
０
１
２
０（
９
５
９
）６
７
７ 

受
付
時
間
　
９
時
〜
17
時
（
平

日
の
み
）

　
鈴
木
会
頭
は
、
現
在
、
在
所

日
は
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
な

お
、
ご
用
の
あ
る
方
は
、
事
前

に
ご
連
絡
を
頂
け
れ
ば
直
接
又

は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
お
会
い

す
る
事
が
可
能
で
す
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
神
奈
川
県
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
い
る
県
内
製
造
業
を
支

援
す
る
た
め
、
事
業
者
が
自
ら
、

も
し
く
は
販
売
店
を
通
じ
て
、

対
象
と
な
る
製
品
を
「
か
も
め

ク
ー
ポ
ン
」
を
お
持
ち
の
県
民

や
県
内
の
法
人
に
割
引
額
で
販

売
す
る
と
、
後
ほ
ど
、
県
が
割

引
相
当
額
を
交
付
す
る
「
か
も

め
ク
ー
ポ
ン
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
ク
ー
ポ
ン
の
対

象
と
な
る
製
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
募
集
期
間

11
月
19
日
（
金
）
ま
で
の
各
月

第
３
週
　

●
対
象
と
な
る
製
品

　
県
内
の
工
場
・
工
房
で
製
造

さ
れ
た
、
希
望
小
売
価
格
等
が

単
価
３
万
円
以
上
（
税
抜
）
の

完
成
さ
れ
た
製
品
（
一
般
に
流

通
し
、
一
定
の
規
格
で
製
造
さ

れ
て
い
る
も
の
。
但
し
、部
品
・

部
材
は
除
く
）

●
応
募
で
き
る
事
業
者

　
県
内
の
工
場
・
工
房
で
、
本

事
業
の
対
象
と
な
る
製
品
を
製

造
す
る
事
業
者
等

※
製
品
は
、
製
品
登
録
ペ
ー
ジ

か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
か
も
め
ク
ー
ポ
ン

公
式
サ
イ
ト
（h

ttp
s://k
an
a

g
aw
a-k
am
o
m
e-c.co

m
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ

か
も
め
ク
ー
ポ
ン
デ
ス
ク

☎
０
４
５（
３
１
６
）２
６
８
１

（
９
時
30
分
〜
17
時
30
分

※
土
日
祝
・
年
末
年
始
を
除
く
）

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

令和３年５月16日～６月15日までの入会の方
新しい会員さんです

　
国
・
県
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
苦
し
む
事
業
者
を
支
援

す
る
た
め
に
、各
種
の
支
援
金
・

給
付
金
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

ご
参
考
に
、
一
部
の
支
援
金
等

の
情
報
を
左
記
の
通
り
ま
と
め

ま
し
た
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方

は
、
申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
当
所
で
は
、
支
援
金
や
補
助

金
に
関
す
る
相
談
を
随
時
受
付

し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
部

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

かもめクーポン

取扱事業者募集中

鈴
木
会
頭
の

在
所
日
に
つ
い
て

前月号の新入会員情報にて掲載をした「整体 Healing Salon もみの樹」の
電話番号は、090-2466-4705です。訂正しお詫び申し上げます。

貸出中のサーキュレーター
（イメージ）

貸出中のCO2測定器
（イメージ）

小
田
原
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
田
原
合
同
庁
舎
に
て

ア
ク
リ
ル
板

Ｃ
Ｏ
２
濃
度
測
定
器
・

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

無
料
貸
出
を
実
施
中

企
業
と
本
音
ト
ー
ク
会

＆

ミ
ニ
面
接
会

受
講
者
募
集
中

女
性
の
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー

参
加
企
業
募
集

事業所名 代表者名 住　　所 ＴＥＬ 事業内容

株式会社金司 最上政秋 小田原市高田
568‒4 0465-20-3445 鋼構造物工事業

ついきボート 立木　正 足柄下郡箱根町
元箱根12 0460-83-6213 貸ボート業

オミノ住宅美装 中島健臣 足柄下郡箱根町
湯本963 050-5217-4316 一般住宅リフォーム業（塗装メイン）

Crystal Rose 唐鎌佳江 小田原市多古
329 090-3960-7955 エステティックサロン

遊びエンターテイメント
スタジオ 荒木智子 小田原市本町

2丁目13‒15 03-3833-3228 イベント業

株式会社鴻和投資貿易 姜　鴻鈞 足柄下郡箱根町
仙石原1038‒32 080-9292-3212

簡易宿泊所、輸出業
（アウトドア商品）

城下町スポーツクラブ 野田昭義 小田原市寿町
4丁目23‒26 0465-35-1950

文部科学省認定、総合型地
域スポーツクラブ、スポー
ツ教室開催・指導者派遣

SAiNA 最上明子 小田原市鴨宮
164‒17 0465-25-2987 リラクゼーション

サイ・コーポレーション 斉藤弘典 小田原市北ﾉ窪
303‒2 0465-32-6462 経営コンサルティング

株式会社Trustyyle 吉田洋介 東京都中央区
銀座3丁目11‒3 090-7640-5378

中小企業の組織人事
コンサルティング

ATGダンススタジオ 川口かおり 小田原市栄町
1丁目16‒13 080-5023-0288 ダンス教室

串焼き屋　和串 和田弘樹 小田原市成田
291‒7 0465-36-6614 キッチンカー移動販売　

niu 吉田洋美 小田原市栢山
2570 080-8086-8379 リラクゼーションサロン

廣木　弓子 日下弓子 南足柄市岩原
29‒4 090-2137-8202 フリーアナウンサー、ナレーター、イベント司会　

有限会社
エムアンドエムス 清水美知代 小田原市栄町

2丁目13‒55 0465-22-0314 婦人服販売

株式会社牧下設計 牧下和紀 小田原市酒匂
1丁目4‒1 0465-46-9942 建築設計、施工、監理業

Nama gateau au 
chocolat 柳下龍介 小田原市寿町

5丁目6‒17 090-2146-0025 菓子製造（生ガトーショコラのオンライン販売）

クラフトペイント 濱野和裕也 小田原市板橋
1066‒5 080-5476-5296 一般建築塗装、内外装一式

給付金名称 給付額 給付対象 申請期間

月次支援金（国） 中小法人等　　上限20万円/月
個人事業者等　上限10万円/月

・ 緊急事態措置又はまん延防止等
重点措置に伴う飲食店の休業・
時短営業又は外出自粛等の影響
を受けていること

・ 緊急事態措置又はまん延防止等
重点措置が実施された月のうち
対象措置の影響を受けて月間売
上が2019年または2020年の同じ
月と比べて50％以上減少してい
ること

４月分・５月分
2021年６月16日～８月15日
６月分
2021年７月１日～８月31日
７月分
2021年８月１日～９月30日

酒類販売事業者
支援給付金（神奈川県）

対象月の売上が前年または前々年
比で70%以上減少している場合
１か月あたり
中小法人等　　上限40万円/月
個人事業者等　上限20万円/月

対象月の売上が前年または前々年
比で30%以上70%未満減少してい
る場合
１か月あたり
中小法人等　　上限月20万円
個人事業者等　上限月10万円

・ 県内に本社や主たる事業所を有
する中小法人等又は個人事業者
等であること

・ 2021年４月から６月にかけての
緊急事態宣言、まん延防止等重
点措置に伴う飲食店の休業・時
短要請又は外出自粛要請等の影
響により、2021年４月から６月
までの各月の売上が、前年又は
前々年比で30%以上減少してい
ること。

・ 酒類販売業免許または酒類製造
免許のいずれかを取得している
こと

2021年７月１日～10月31日
（電子・郵送とも当日消印
有効）

中小企業等支援給付金
（神奈川県）

中小法人等　　５万円/月（定額）
個人事業主等　2.5万円/月（定額）

・ 国の月次支援金を受給している
こと。

・ 県内に本社や主たる事業所を有
する中小法人又は個人事業主等
であること。（酒類販売事業者
等（酒類製造業者、酒類卸売業
者、酒類小売事業者）を除く。）

2021年７月１日～10月31日
（郵送・当日消印有効）
2021年７月下旬～10月31日
（電子申請）

支
援
金
・
給
付
金
情
報

福祉用具販売・レンタル、住宅の改修工事

チャーリーケア小 田 原 店　小田原市扇町 3-14-21
　　　　　　　　　　　　　TEL  0465-66-3300
チャーリーケア秦野営業所　秦野市南矢名 5-15-17
　　　　　　　　　　　　　TEL  0463-86-6132

介護に関するご相談は当社まで！
お気軽にご相談下さい。

暮ら
しの中

へ、人の
こころへ

●ドラッカーマネジメント
●ポーター競争戦略、B.S.C による経営戦略
●経営者が知っていなければならない計数管理など

小田原地域の多くの経営者が受講した、
実績のあるマネジメントスクール

マネジメントスクール

■お問い合わせ、資料請求は、下記までご連絡ください
　詳細は、ＨＰをご覧ください

小田原市城山3丁目25番23号
TEL0465-24-3311 mail : info@enari-brain.com

中小企業に特化！明日の経営者育成を目指す実践経営学

内　容

講　師
受講料 定　員
期　間

税理士・中小企業診断士　  江成　健一
200,000円（税抜）／全20回 15名
2021年5月～2023年2月　随時募集
原則毎月第2火曜日　18:30～20:30
（株）ブレイン・スタッフ
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労
働
者
の
退
職
に
は
、
自
己

都
合
に
よ
る
退
職
以
外
に
、
解

雇
・
雇
い
止
め
・
退
職
勧
奨
等

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

定
義
や
手
続
き
の
違
い
は
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？
退
職
時
の
労

使
間
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
に
は
、
内
容
を
区
別

し
て
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

〔
解
雇
〕

　
会
社
が
一
方
的
に
労
働
契
約

を
解
消
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
を
欠

き
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
な
い
解
雇
は
、
権

利
の
濫
用
と
し
て
無
効
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
有
期
労
働
契
約

は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
な

け
れ
ば
契
約
期
間
の
途
中
で
解

雇
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ

れ
て
お
り
、
無
期
労
働
契
約
を

締
結
し
て
い
る
場
合
の
解
雇
よ

り
も
、
解
雇
の
有
効
性
は
厳
し

く
判
断
さ
れ
ま
す
。
解
雇
に
は

工
会
議
所
・
秦
野
商
工
会
議
所
・

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
の
３

商
工
会
議
所
の
会
頭
等
が
地
域

の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を
し
、

要
請
文
を
手
交
し
ま
し
た
。

　
要
請
の
内
容
と
し
て
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
地
域
経
済
の

状
況
や
雇
用
動
向
を
踏
ま
え
、

最
低
賃
金
引
上
げ
の
凍
結
」「
同

一
県
内
に
あ
っ
て
も
地
域
の
実

態
を
踏
ま
え
た
き
め
細
か
な
制

度
設
計
の
導
入
」「
改
定
後
の

最
低
賃
金
の
発
効
日
を
年
度
当

初
と
す
る
よ
う
制
度
の
変
更
」

と
い
っ
た
３
つ
の
内
容
に
つ
い

て
要
請
を
し
ま
し
た
。

　
チ
ラ
シ
同
封
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

貴
社
の
商
品
や
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
こ
の
小
田

原
箱
根
商
工
会
議
所
会
報
誌

「
商
工
小
田
原
箱
根
」
に
同
封

し
、
会
員
事
業
所
等
約
３
３
０

０
社
に
お
届
け
す
る
大
変
好
評

を
頂
い
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
現
在
ま
で
に
、
多
く
の
会
員

事
業
所
の
皆
様
に
ご
利
用
を
頂

い
て
お
り
、
新
商
品
や
新
サ
ー

ビ
ス
の
周
知
や
自
社
の
Ｐ
Ｒ
等

に
お
役
立
を
頂
い
て
い
ま
す
。  

　
同
封
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金

は
、
左
記
の
通
り
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に

是
非
、
ご
利
用
を
検
討
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
皆

様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

【
同
封
サ
ー
ビ
ス
料
金
】

Ａ
４
サ
イ
ズ
（
１
枚
）

 

３
０
８
０
０
円
（
税
込
）

Ａ
３
サ
イ
ズ
（
１
枚
）

 

４
８
４
０
０
円
（
税
込
）　

【
お
申
込
・
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
神
奈
川
労
働
局
に
て
、
神
奈

川
県
商
工
会
議
所
連
合
会
と
し

て
の
、
最
低
賃
金
額
の
審
議
に

つ
い
て
の
要
請
を
川
口
労
働
局

長
ら
に
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
、
代
表
と
し
て
平
塚
商

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
日
・
場
所

９
月
15
日
（
水
）
小
田
原
卸
商

業
団
地
協
同
組
合

９
月
16
日
（
木
）
小
田
原
卸
商

業
団
地
協
同
組
合

９
月
17
日
（
金
）
小
田
原
ス
ポ

ー
ツ
会
館

９
月
28
日
（
火
）
小
田
原
ス
ポ

ー
ツ
会
館

９
月
29
日
（
水
）
箱
根
町
仙
石

原
文
化
セ
ン
タ
ー

10
月
１
日
（
金
）
小
田
原
ス
ポ

ー
ツ
会
館
　
　
　
　
　

10
月
13
日
（
水
）
小
田
原
卸
商

業
団
地
協
同
組
合

10
月
14
日
（
木
）
小
田
原
卸
商

業
団
地
協
同
組
合

10
月
15
日
（
金
）
小
田
原
ス
ポ

ー
ツ
会
館

10
月
27
日
（
水
）
小
田
原
卸
商

業
団
地
協
同
組
合

●
受
診
料

会
　
員
　
９
５
０
０
円
　
　
　

非
会
員
　
１
４
０
０
０
円
　

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
従
業
員
の
「
健
康
」
は
、
会

社
の
財
産
で
す
。
従
業
員
の
健

康
を
確
保
す
る
事
は
、
長
期
的

な
会
社
の
発
展
に
お
い
て
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
す
。
ご
承
知

の
通
り
、
事
業
主
は
、
労
働
安

全
衛
生
規
則
に
よ
り
、
少
な
く

と
も
年
に
１
回
、
定
期
的
に
従

業
員
に
健
康
診
断
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
従
業
員
に
対
し
通

知
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
の
、
当
所
健
康
診
断

に
つ
い
て
は
、
左
記
の
通
り
の

実
施
を
致
し
ま
す
。

　
詳
細
及
び
お
申
込
は
、
今
月

号
に
同
封
さ
れ
て
い
る
案
内
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
の
定
期
健
康

診
断
に
つ
い
て
も
、
昨
年
同
様

に
血
液
検
査
を
利
用
し
て
の

「
が
ん
検
査
」
を
特
別
検
査
（
別

途
受
診
料
が
必
要
）
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
定
期

健
康
診
断
を
延
期
又
は
中
止
す

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

健
康
診
断
当
日
は
、
マ
ス
ク
の

職
勧
奨
を
受
け
入
れ
る
義
務
は

な
い
た
め
、
労
働
者
が
断
れ
ば
、

会
社
は
労
働
者
を
退
職
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
労
働
者

が
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

執
拗
に
何
度
も
退
職
勧
奨
し
た

り
、
辞
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
勘
違
い
さ
せ
る
よ
う
な
言
動

を
行
う
こ
と
は
、
不
法
行
為
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
違
い
を
正
し
く
理

解
し
、
退
職
時
に
労
使
間
で
ト

ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
情
報
提
供
）
宮
川
・
神
蔵
社

会
保
険
労
務
士
法
人

【
お
問
合
せ
】

宮
川
・
神
蔵
社
会
保
険
労
務
士

法
人

☎
０
４
６
５（
63
）３
３
１
８

歩
き
や
、
小
田
原
産
木
材
を
生

か
し
た
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
、
多
彩
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、「
憩
う
」「
体
験
す
る
」「
学

ぶ
」
を
提
供
す
る
新
た
な
「
観

光
交
流
拠
点
」
を
創
出
し
て
い

ま
す
。

　
同
施
設
が
、
小
田
原
観
光
の

拠
点
と
し
て
、
市
民
・
来
訪
者

に
と
っ
て
の
象
徴
的
な
場
所
と

し
て
機
能
す
る
事
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

具
体
的
に
示
す
こ
と
も
必
要
で

す
。
１
年
以
上
継
続
雇
用
さ
れ

て
い
る
、
ま
た
は
、
３
回
以
上

更
新
さ
れ
て
働
い
て
い
る
労
働

者
に
は
、
雇
い
止
め
の
予
告
が

必
要
と
な
り
、
契
約
期
間
満
了

の
30
日
前
ま
で
に
労
働
者
に
伝

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〔
退
職
勧
奨
〕

　
会
社
が
労
働
者
に
退
職
を
促

す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
会
社

が
一
方
的
に
労
働
者
を
辞
め
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
労
働
者
が

こ
れ
に
応
じ
た
場
合
に
労
働
契

約
が
終
了
し
て
退
職
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
労
働
者
は
、
退

　
観
光
資
源
の
活
用
を
図
る
拠

点
と
し
て
、
観
光
情
報
の
発

信
・
文
化
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の

提
供
・
市
民
と
来
訪
者
の
交
流

促
進
の
創
出
等
を
通
じ
て
の
、

地
域
経
済
の
更
な
る
発
展
に
寄

与
す
る
た
め
、７
月
22
日
に「
小

田
原
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
」

が
市
内
本
町
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

　
施
設
内
に
は
、
観
光
案
内
所

や
カ
フ
ェ
・
物
販
施
設
が
あ
り
、

そ
れ
に
加
え
て
、
小
田
原
城
を

含
め
た
周
辺
エ
リ
ア
へ
の
ま
ち

法
規
制
が
あ
り
、
自
由
に
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
会
社
は

労
働
者
を
解
雇
す
る
場
合
、
原

則
と
し
て
30
日
前
ま
で
に
解
雇

予
告
を
す
る
か
、
予
告
し
な
い

場
合
は
30
日
分
以
上
の
平
均
賃

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

〔
雇
い
止
め
〕

　
有
期
労
働
契
約
の
期
間
満
了

時
に
契
約
更
新
を
せ
ず
、
労
働

契
約
を
終
了
す
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。
有
期
労
働
契
約
で
あ
っ

て
も
、
実
質
的
に
無
期
労
働
契

約
と
同
じ
状
態
で
あ
る
場
合

や
、
反
復
更
新
の
実
態
、
契
約

締
結
時
の
経
緯
等
か
ら
雇
用
継

続
へ
の
合
理
的
期
待
が
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
雇
い
止
め
が

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。契
約
の
更
新
に
関
し
て「
更

新
す
る
場
合
が
あ
る
」
と
し
た

場
合
に
は
、
契
約
期
間
満
了
時

の
業
務
量
、
労
働
者
の
勤
務
成

績
、
態
度
等
、
判
断
の
基
準
を

箱 

根 

＆
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令
和
３
年
度

定
期
健
康
診
断
の

　
　
　
実
施
に
つ
い
て

神
奈
川
労
働
局
長
ら
に

神
奈
川
地
方
最
低
賃
金
額
の

審
議
に
つ
い
て
の
要
請
を
実
施
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主な仕事：総務又は営業、経営支援、経営企画業務

応募資格：大卒以上、年齢３５歳位まで
　　　　　パソコン基本操作の出来る方

（IT 関連の経験があれば尚可）

　　　　　要普通免許（ＡＴ限定可）
　　　　　日商簿記３級以上（入所後所得可）
　　　　　地域経済の振興に関心のある方

勤務時間：８：３０～１７：１５
給　　与：基本給　１９８，０００円～（経験に応じて）
待　　遇：昇給年１回、賞与年２回
　　　　　交通費支給、社会保険完備
休　　日：土・日・祝日、年末年始、夏季特別休暇

【問合せ】
小田原箱根商工会議所　総務課　　℡ 0465‒23‒1811

小田原箱根商工会議所

正 職 員 募 集
お知り合いで希望する方がいらっしゃいましたら

ご連絡ください

̶６月度管内定期情報̶
調査項目 調 査 月 数　値 対前月比 対前年

同月比
資料
提供

小
田
原
市

人　口 6月1日現在 188,482 人 △ 87 人 △728 人 小
田
原
市世帯数 6月1日現在 83,109 世帯 54 世帯 1,052 世帯

箱
根
町

人　口 6月1日現在 10,891 人 △340 人 △108 人 箱
根
町世帯数 6月1日現在 6,231 世帯 △655 世帯 43 世帯

求
人
求
職
状
況

求　人
倍　率 5月分 0.45 △0.01 △0.11

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
田
原

有　効
求人数 5月分 1,590 人 △48 人 44 人

有　効
求職数 5月分 3,525 人 △72 人 786 人

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

　
　
　
　
　
　
再
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

労
働
契
約
の
終
了
に
関
す
る
ル
ー
ル

新
た
な
観
光
交
流
拠
点
と
し
て
期
待

オ
ー
プ
ン（
７
／
22
）

小
田
原
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
が

好 評 受 付 中

のご案内
チラシ同封サービス

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ （6/30）

神奈川労働局長に要請内容について
詳細に説明

「働き方改革」で時間とコストを削減！

社会保険・雇用保険 手続の電子申請をサポート

℡　０４６５－２５－３３６４

社会保険労務士　大石事務所
小田原市鴨宮３８５番地  虹ビル２Ｆ
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